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川辺川における河川整備について（位置図） １

【凡例】
川辺川圏域
市町村界
河川国管理区間
河川県管理区間
流水型ダム
河川整備（県）

⑦ 竹の川地区

⑥ 平川地区

⑤ 廻地区

② 下鶴地区

④ 黒石地区

③ 永江地区

① 前田地区

① 境田地区

⑧ 宮園地区

新たな
流水型ダム

川辺川
球磨川

梶原川

【主な治水事業】
① 前田･境田地区…築堤・河道掘削

② 下鶴地区 ………遊水機能を有する土地の確保・保全

③ 永江地区 ………築堤・河道掘削

④ 黒石地区 ………遊水機能を有する土地の確保・保全

⑤ 廻地区 …………築堤

⑥ 平川地区 ………築堤・河道掘削

⑦ 竹の川地区 ……宅地かさ上げ・河道掘削

⑧ 宮園地区 ………築堤・河道掘削

260130時点

廻と宮園の赤枠を削除

河川名を縮小し
流向の位置変更



川辺川における河川整備について（現在の状況） ２

① 前田・境田地区（築堤・河道掘削）

④ 黒石地区（遊水機能を有する土地）

② 下鶴地区（遊水機能を有する土地）

③ 永江地区（築堤・河道掘削）



川辺川における河川整備について（現在の状況） ３

⑤ 廻地区（築堤） ⑥ 平川地区（築堤・河道掘削）

⑦ 竹の川地区（宅地かさ上げ、河道掘削）

川辺川

梶原川

⑧ 宮園地区（築堤・河道掘削）



１-１．廻地区（井出山堰）における仮設魚道の試験施工について ４

○アユ等の生物が円滑に遡上できるよう、上下流の連続性確保に向けた仮設魚道の試験施工を実施。（令和7年5月）
○設置した仮設魚道において、目視でアユの遡上を確認できたものの、モニタリング期間中の出水により流出。
○前回結果を踏まえ、安定強化を図り、魚道としての機能を向上した新たな仮設魚道の試験施工を計画。

R7.5.20 
前回仮設魚道完成

井出山堰遡上

R7.9.17
今回施工前

遡上

前回からの主な変更点

(安定強化)
① 大型で強度のある袋詰め玉石を使用
② 側面の勾配を緩くする
③ 魚道スロープ部上面の流出を防ぐため、

細目の袋詰め玉石を使用

(機能向上)

④ スロープ長さを延長し、勾配を緩くする

今回試験施工 イメージ図

①

②
③

④

井出山堰仮設魚道

仮設魚道
（破損・流出）

遡上

遡上

井出山堰

廻り観音



R8.1.28 完成後の状況

１-１．廻地区（井出山堰）における仮設魚道の試験施工について ５

○例年3月～6月にかけてアユが遡上。また、その間、球磨川漁協によりアユの掬い上げや放流を実施。
○本年のアユ遡上時期に向けて、1月に試験施工を開始。
○現在、水位が低く堰を越流していないため、越流する状況になった後、モニタリングを実施し、アユの遡上状況を踏ま
えた仮設魚道の改善を検討。

今後の予定

(モニタリング調査（案）)
調査方法：目視確認（カメラ撮影）等
調査時期：アユ遡上時期（3月～6月）

(仮設魚道の改善)
・アユ等がより遡上しやすくなるため

の工夫

検討中のモニタリング方法（案）

水中撮影（堰上流）定点撮影（堰天端）水中撮影（堰下流）

R8.1.21 施工状況

大型で強度のある
袋詰め玉石 細目の袋詰め玉石 遡上



１-２．廻地区の川辺川魅力創造事業と連携した河川整備について ６

○廻地区では、人と河川とのふれあい空間の保全・創出や良好な環境を保全するため、相良村が進める川辺川魅力創
造事業による交流拠点施設の整備と連携し、川辺川本川および小河川の親水護岸等の整備を計画。

○県は、川辺川本川において階段護岸工事に着手し、本年9月の村の交流拠点施設と合わせた一部供用開始に向けて
工事実施中。

川辺川魅力創造事業と河川整備状況
（全体図・施工箇所・写真）
関係機関との連携状況
（勉強会・熊大打合せ）
今後の検討予定
（小河川水量確保、小河川・白木谷川との
連続性確保、水際植生環境の確保）

川辺川

井出山堰

廻り観音
小河川

堆積土砂の撤去

堆積土砂の撤去

R7.10.24 状況

綺麗な写真を撮影・差替え

仮設導流堤の設置

R7.12.24 仮設導流堤設置

【課題】
小河川内に流入する水量の確保

【課題】
仮設工における環境への配慮

交流拠点施設（村）

親水護岸（県）

R7.10.24 現地勉強会

川辺川魅力創造事業および親水護岸の
整備イメージ

階段護岸

階段護岸予定地の状況

※相良村に要確認

交流拠点施設
キャンプ場 小河川

廻り観音

階段護岸
(今回着手）

広場

小河川の状況

260130時点

2/4撮影・差替え
・岩および洲
・十字ブロック
・既設護岸が急
これらがわかる写真

いい写真×…２枚に変更

現況の石張を利用

階段護岸
白木谷川

上流の階段護岸予定地の状況

・既設護岸が急

・岩および洲
・十字ブロック



１-２．廻地区の川辺川魅力創造事業と連携した河川整備について ７

○廻地区の整備に着手するにあたり、河川整備を行う熊本県、交流拠点施設等を整備する相良村、関係する設計者及
び施工者による合同現地勉強会を、国交省の協力のもと実施。

○勉強会では、国交省によって蓄積された豊富な環境調査データ等から、良好な河川環境の現状を学習・共有。
○自然環境の特性・魅力・課題を共有しながら工事を推進するとともに、利活用・環境保全の両立に向けた方策の検討
を継続。

川辺川魅力創造事業と河川整備状況
（全体図・施工箇所・写真）
関係機関との連携状況
（勉強会・熊大打合せ）
今後の検討予定
（小河川水量確保、小河川・白木谷川との
連続性確保、水際植生環境の確保）

堆積土砂の撤去

堆積土砂の撤去

R7.10.24 状況

R8.1.28 施工状況

【課題】
小河川内に流入する水量の確保

【課題】
仮設工における環境への配慮

※川辺事務所に要確認
・そのまま
・吹き出しの削除等 一部加工

良好な環境の保全
・水際植生環境の確保
・小河川や白木谷川との連続性確保
・小河川の水量確保 等

R7.10.24 現地勉強会 R7.10.24 現地勉強会

R7.10.24 現地勉強会 資料

今後の予定
（良好な河川環境の保全に向けた方策の検討）
・水際植生環境の確保
・小河川や白木谷川との連続性確保
・小河川の水量確保 等

写真① R7.12.3 水際状況 写真② R7.11.28 小河川状況

案１

260130時点

写真①

白木谷川

小河川
写真②

なんの写真かを補足を追記しました。

「現地の状況」→「施工状況」
に変えてみました。

白木谷川を入れる

渇水＋置石の写真

写真を変更

読み原稿にあわせて国交省を追加

白木谷川



２．宮園地区の生物環境の取組みについて

○宮園地区では、近年の上流からの土砂供給状況を踏まえ、毎年、維持掘削工事を実施。
○河川環境としては河床材料が単一で河床の変化に乏しく、淵やワンド等が少ない。また、河道内の植生も少ない状況。
○令和6年に生物環境調査を実施し、魚類はタカハヤが優占種であり、球磨川漁協が放流を行っているヤマメ、アユなど
も確認。地元住民からは、昔と比べて魚が減っており魚が住みやすい川にしてほしい、という要望あり。

○このような状況を少しでも改善するため、治水対策と併せて生物環境の保全・創出に取組む。

鶴橋

宮園地区平面図

宮園橋

竹の川
取水堰

ワンド
淵

現況の川辺川（宮園地区）

写真①

写真④

写真②

ニホンウナギ

タカハヤ

ニッコウイワナウグイ

アユヤマメ

魚類確認種

写真① 鶴橋から上流を望む 写真② 宮園橋から下流を望む 写真③ 維持掘削工事

写真③

８

吊橋

260130時点
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村道栗鶴線

２．宮園地区の生物環境の取組みについて

○生物環境の創出に向けて、土砂の堆積状況を踏まえ澪筋が固定化されている箇所を取組みの候補地として選定。
○河床の変化や流速の低減などの観点から、対策工としては置き石を主体とし、水制工、木工沈床等も含め検討。
○築堤の影響がない候補地②において、今年度、水制工の試験施工を計画。

鶴橋

宮園地区平面図

宮園橋

凡 例
河 川

水辺遊歩道
道 路
歩 道

宮園橋架替
斜路・階段

生物環境の創出に向けた取組みの例

竹の川
取水堰

木工沈床

水制工 候補地③
置き石・
木工沈床

候補地②
水制工※試験施工

取組みのイメージ

候補地①
置き石・木工沈床

候補地②
水制工※試験施工

候補地③
置き石・木工沈床

候補地④
置き石

候補地⑤
置き石

候補地⑥
置き石・木工沈床

候補地⑤
置き石

宮園橋下流の整備イメージ

置き石

木工沈床

差し替え予定

９

吊橋

260130時点

木工沈床
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２．宮園地区の生物環境の取組みについて

○試験施工にあたり、流況解析を実施し、水制工設置による流速や流向の変化傾向を確認。
○水制工は全体で2基計画しているが、材料として使用する石材の調達状況から、まずは上流側1基を設置。
○水制工の効果を確認するため、今後モニタリング調査（河床状況調査、流速調査、生物調査）を実施予定。

着工前 R8.2.9時点

R8.1.9時点

現況 水制工設置後

今回施工

水制工断面図

水制工縦断面図

水制工平面図

現況 水制工設置後

カ
ゴ
マ
ッ
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根固ブロック

L=53.20
TH=318.336
GH=316.69

埋戻 A=1.1m2 埋戻 A=1.5m2

6.40

20.200.50 0.50

D =100.00

35k300
(NO.95)

GH=312.49

DL=315

DL=310

2-2

S=1:100

水制工断面図

1-1

石張
(一般に法勾配が1割5分以上のものをいう)

中詰石

下流側上流側

石積
(一般に法勾配が1割5分未満のものをいう)

下流側上流側

被覆自然石φ1000袋詰玉石4t型
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工事用道路盛土
袋詰玉石4t型

流況解析結果

瀬淵分析結果

速

遅

速

遅

淵

①河床状況調査
調査方法：横断測量（水制工上流、下流の2測線）・定点観測
調査時期：出水期後、大きな出水後

②流速調査
調査方法：映像解析による流速・流向測定
調査時期：水制工設置後、出水時

③生物調査
調査方法：環境DNA調査
調査時期：夏季

試験施工状況

モニタリング調査（案）

※平水流量時（8m3/s）

※平水流量時（8m3/s）

１０

吊橋

吊橋 吊橋

モニタリング方法更新可能性あり

260130時点

堆積・洗堀の場所

掘
溜

水制工

水制工のイメージ

※H26.2 水制工の設計参考資料（三次案） 九地整から抜粋

撮影・差替え予定
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